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2

庁
舎
管
理
費８

５
９
９
万
円

３
庁
舎
の
維
持
管
理
及
び
知

覧
庁
舎
東
別
館
の
空
調
整
備
等

に
要
す
る
経
費
。

行
政
関
係
費

５
９
７
万
円

市
政
懇
談
会
の
託
児
所
関
係

の
経
費
、
総
合
賠
償
補
償
保
険
、

法
律
顧
問
業
務
委
託
、
現
行
法

規
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
に
係
る

経
費
。

新
庁
舎
建
設
事
業
費

35
億
９
５
６
６
万
円

主
に
新
庁
舎
に
係
る
設
備
整

備
の
業
務
委
託
及
び
建
築
工
事

に
か
か
る
経
費
。（
継
続
事
業
）

移
住
定
住
促
進

対
策
事
業
費８０

５
３
万
円

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
本
市

へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し
、
地

域
活
性
化
を
図
る
経
費
。

令
和
7
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月
18
日
に
開
会
し
、
3

月
25
日
ま
で
の
36
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
補
正
予
算
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
、
条

例
の
制
定
と
改
廃
な
ど
が
審
議
さ
れ
議
案
31
件
、
諮
問
２
件
、

発
委
１
件
、
同
意
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
審
査

総
務
常
任
委
員
会
審
査
分

〜
委
員
か
ら
〜

問　

市
政
懇
談
会
の
実
績
と
今

後
の
計
画
は
。

答　

令
和
５
年
度
は
３
団
体
、

６
年
度
も
３
団
体
と
実
施
し

て
お
り
、
７
年
度
は
、
自
治

会
長
・
地
区
公
民
館
長
合

同
行
政
事
務
説
明
会
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
な
ど
で

募
集
し
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

物
価
高
騰
に
備
え
物
品
等

を
事
前
に
購
入
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答　

令
和
７
年
度
に
契
約
す
る

こ
と
で
物
価
高
騰
に
備
え
る

計
画
で
あ
る
。

　
　

令
和
８
年
度
開
庁
に
伴
い

物
品
購
入
等
の
支
払
い
は
８

年
度
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
債
務
負
担
行
為
を
設

定
す
る
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は
、
自

治
体
の
財
政
に
関
す
る
用
語

で
、
翌
年
度
以
降
に
自
治
体

が
金
銭
的
負
担
を
す
る
場
合

に
、
そ
の
内
容
や
限
度
額
を

予
算
書
に
定
め
て
お
く
も

の
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

移
住
を
促
進
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
と
は
。

答　

空
き
家
と
移
住
の
総

合
窓
口
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
c
o
n
n
e
（
コ
ン
ネ
）」

を
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
し
て
い

る
。
そ
の
サ
イ
ト
へ
誘
導
す

る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
表

示
さ
れ
て
い
る
名
刺
サ
イ
ズ

の
カ
ー
ド
を
作
成
し
配
布
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

令和７年度　一般会計当初予算（歳出）� （単位：千円，％）
区 分 R7年予算額 R6年予算額 増減額 増減率
1 議会費 153,529 154,520 △ 991 △ 0.6
2 総務費 6,889,103 5,746,568 1,142,535 19.9
3 民生費 8,176,173 7,690,213 485,960 6.3
4 衛生費 2,534,191 3,036,085 △ 501,894 △ 16.5
5 農林水産業費 1,735,193 2,010,737 △ 275,544 △ 13.7
6 商工費 2,190,039 2,114,971 75,068 3.5
7 土木費 1,991,144 1,688,731 302,413 17.9
8 消防費 1,106,390 1,018,369 88,021 8.6
9 教育費 2,581,902 2,583,619 △ 1,717 △ 0.1
10 災害復旧費 8,300 7,803 497 6.4
11 公債費 1,866,542 2,061,660 △ 195,118 △ 9.5
12 諸支出金 952,494 982,724 △ 30,230 △ 3.1
13 予備費 10,000 10,000 0 0.0

歳 出 合 計 30,195,000 29,106,000 1,089,000 3.7

当初予算可決
前年度比　10億8,900万円増

南九州市議会だより　第 70 号　令和７年度当初予算

総
務
費

企
画
費

conne - 空き家と移住の総合案内
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
分

ウ
エ
ル
カ
ム

ベ
ビ
ー
事
業
費

２
１
２
１
万
円

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、
祝
金
と
記
念
品
、
育
児

用
品
が
購
入
可
能
な
チ
ケ
ッ
ト

を
支
給
す
る
経
費
。

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
費

１
０
９
７
万
円

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援

を
提
供
す
る
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
事

業
費
。

教
育
費

学
校
共
済
住
宅
費

（
一
般
経
費
）

１
１
６
９
万
円

教
職
員
住
宅
の
維
持
管
理
を

行
い
、
住
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
の
経
費
。

部
活
動
指
導
員

配
置
事
業
費４

８
２
万
円

部
活
動
指
導
員
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
教
職
員
に
代
わ
る
指

導
や
大
会
引
率
を
行
う
。
生
徒

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
充
実
し

た
活
動
と
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
の
実
現
を
図
る
た
め
の
経

費
。

給
食
セ
ン
タ
ー 

管
理
運
営
費

（
一
般
経
費
）

２
億
２
５
６
６
万
円

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
及
び
運
営
に
要
す
る
経
費
。

民
生
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

転
入
者
に
対
す
る
対
応

は
。

答　

転
入
手
続
時
に
説
明
を
行

い
、出
生
状
況
を
確
認
し
て
、

チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
漏
れ
が
な

い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

衛
生
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

新
規
事
業
で
あ
る
医
療
相

談
ア
プ
リ
の
活
用
方
法
は
。

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

ア
プ
リ
を
取
り
込
み
、
利
用

者
か
ら
の
相
談
に
医
師
が
応

じ
る
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

令
和
６
年
度
の
入
居
と
空

き
家
の
状
況
は
。

答　

41
戸
の
う
ち
入
居
は
34
戸

で
、
空
き
家
が
７
戸
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
内
、
２
戸
は

民
間
へ
の
売
却
、
４
戸
は
解

体
を
行
う
た
め
、
空
き
家
は

実
質
１
戸
と
な
る
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

部
活
動
指
導
員
の
人
数
と

雇
用
方
法
は
。

答　

現
在
６
名
を
配
置
し
て
お

り
、
今
後
１
名
を
面
接
し
、

計
7
名
に
な
る
予
定
で
あ

る
。
雇
用
に
つ
い
て
は
市
内

３
中
学
校
か
ら
の
推
薦
に
よ

り
、教
育
委
員
会
で
面
接
し
、

採
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

米
の
値
段
が
高
騰
し
て
い

る
が
、
市
内
の
米
を
優
先
的

に
手
配
で
き
る
か
。

答　

業
者
に
確
認
を
し
、
令
和

７
年
度
分
は
、
南
九
州
市
産

の
米
は
確
保
で
き
て
い
る
。

令和７年度
一般会計　総額　301億9,500万円

南九州市議会だより　第 70 号　令和７年度当初予算

〜
委
員
会
か
ら
〜

・
民
間
保
育
所
等
の
施
設
更
新

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
に
最

適
な
保
育
環
境
の
整
備
を
図

る
上
か
ら
も
積
極
的
な
支
援

を
要
望
す
る
。

・
部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
に

つ
い
て
は
、
要
綱
等
で
基
準

を
作
成
し
て
、
学
校
や
外
部

指
導
員
に
負
担
が
な
い
よ
う

要
望
す
る
。

conne - 空き家と移住の総合案内

松ヶ浦小校長住宅



4南九州市議会だより　第 70 号　令和７年度当初予算

農
業
人
材
育
成

事
業
費

２
７
２
５
万
円

農
業
後
継
者
育
成
確
保
奨
励

金
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資

金
等
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者

の
確
保
と
有
能
な
人
材
の
育
成

に
努
め
、
農
業
振
興
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
経
費
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
設
置
事
業
費

５
９
４
万
円

日
本
一
の
茶
産
地
を
目
指
す

た
め
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
を
活
用
し
、

雇
用
す
る
た
め
の
経
費
。

知
覧
茶
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
「
知
覧
茶
」
を

軸
と
し
た
観
光
・
移
住
定
住
・

労
働
力
確
保
・
関
係
人
口
な
ど
、

総
合
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
実
施
す
る
。

商
工
総
務
費

（
一
般
経
費
）

１
億
４
４
６
１
万
円

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の

経
費
。

市
道
単
独
整
備

事
業
費

９
９
１
９
万
円

市
道
の
補
修
工
事
及
び
定
期

点
検
に
よ
り
、
道
路
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
経
費
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
分

農
林
水
産
業
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

農
業
後
継
者
育
成
確
保
奨

励
金
は
、
市
の
単
独
事
業
か
。

答　

本
市
独
自
に
策
定
し
た
助

成
金
で
あ
る
。

商
工
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

就
労
環
境
整
備
に
よ
る
若

者
と
雇
用
促
進
に
要
す
る
補

助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
事

業
所
は
。

答　

対
象
事
業
所
は
、
本
市
で

一
年
以
上
実
績
が
あ
り
、
３

親
等
内
親
族
を
除
く
常
勤
者

２
名
以
上
か
つ
、
40
歳
未
満

１
名
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

所
。

問　

対
象
経
費
、
限
度
額
は
い

く
ら
か
。

答　

対
象
経
費
は
、
福
利
厚
生

や
労
働
時
間
の
適
正
な
管
理

な
ど
、職
場
の
環
境
整
備
と
、

雇
用
者
の
子
育
て
支
援
に
関

す
る
環
境
整
備
が
あ
る
。

　
　

限
度
額
は
ど
ち
ら
も
２

分
の
１
以
内
で
、
環
境
整
備

が
50
万
円
、
子
育
て
支
援
が

１
０
０
万
円
と
な
る
。

土
木
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

永
田
高
田
線
に
つ
い
て
令

和
５
年
か
ら
の
５
ヵ
年
計
画

は
。

答　

１
４
０
０
m
の
計
画
で

あ
っ
た
が
、５
年
度
に
地
質
、

交
通
量
の
調
査
を
行
な
っ
た

結
果
、
水
の
対
策
、
舗
装
の

工
法
を
再
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
、
事
業
計
画
、
事
業
期

間
の
延
長
な
ど
検
討
し
て
い

る
。

問　

令
和
7
年
度
の
計
画
が

80
m
だ
が
計
画
通
り
実
施

可
能
か
。

答　

実
施
す
る
予
定
。

永田高田線現況 R6 完成状況 R6 工事状況
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特
定
健
康
診
査
等

事
業
費

４
０
５
２
万
円

生
活
習
慣
病
予
防
に
着
目
し

た
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健

指
導
等
に
要
す
る
経
費
。

総
務
管
理
費

（
一
般
管
理
費
）

６
０
６
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
を
運

営
す
る
た
め
の
一
般
的
な
事
務

に
要
す
る
経
費
。

認
定
審
査
会
事
務

負
担
金

１
億
１
７
５
１
万
円

介
護
認
定
審
査
事
務
に
係
る

南
薩
介
護
保
険
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
。

給
水
件
数1

万
８
３
０
３
件

拡
張
費

５
１
４
０
万
円

水
道
施
設
の
新
規
布
設
な
ど

を
行
い
、
安
定
し
た
水
道
水
の
供

給
と
水
道
給
水
の
向
上
を
図
る
経

費
。

処
理
人
口

３
６
０
０
人

処
理
場
費

２
２
７
０
万
円

知
覧
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
。

処
理
人
口

９
０
０
人

処
理
場
費

１
４
１
１
万
円

知
覧
垂
水
・
川
辺
東
部
・
知

覧
瀬
世
上
地
区
処
理
場
の
維
持
管

理
に
要
す
る
経
費
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

〜
委
員
か
ら
〜

問　

前
年
度
よ
り
増
額
し
た
理

由
は
。

答　

報
酬
単
価
と
委
託
料
単
価

が
上
が
っ
た
こ
と
が
主
な
要

因
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計

〜
委
員
か
ら
〜

問　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
耐
用
年
数

は
。

答　

硫
化
水
素
が
発
生
し
や
す

い
箇
所
は
腐
食
の
進
行
が
早

く
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
な
く

て
も
取
替
え
が
必
要
で
あ
り
、

少
な
い
箇
所
で
は
、
耐
用
年

数
を
超
え
て
の
使
用
も
あ
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

令和７年度当初予算可決
特別会計・企業会計

� （単位：千円、％）

区　　　　分 Ｒ７予算額 Ｒ６予算額 増減額 増減率

国民健康保険事業 5,175,000 5,640,000 △ 465,000 △ 8.2

後 期 高 齢 者 医 療 701,000 697,300 3,700 0.5

介 護 保 険 事 業 5,466,000 5,480,000 △ 14,000 △ 0.3

水 道 事 業 981,837 1,062,646 △ 80,809 △ 7.6

公 共 下 水 道 事 業 248,558 223,436 25,122 11.2

農業集落排水事業 101,542 98,565 2,977 3.0
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△8億8,572万円
307億2,819万円

一
般
会
計
補
正
予
算　

第
９
号

企
業
立
地
推
進

事
業
費

２
１
２
８
万
円

企
業
立
地
促
進
補
助
金
の
交

付
要
件
を
満
た
す
㈱
宮
崎
商
会

が
令
和
７
年
１
月
に
申
請
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
補
助
金
を
増
額
す

る
も
の
。

移
住
定
住
促
進

対
策
事
業
費

１
８
０
万
円

国
の
地
域
少
子
化
対
策
重
点

推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
、
夫

婦
共
に
39
歳
以
下
で
、
世
帯
の
所

得
が
５
０
０
万
円
未
満
の
方
を
対

象
に
し
た
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
補
助
金
の
交
付
実
績
に
伴
い
、

不
足
見
込
額
を
増
額
す
る
も
の
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

設
置
事
業
費▲

５
１
８
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
に

至
ら
な
か
っ
た
事
に
伴
い
、
不
用

見
込
額
を
減
額
す
る
も
の
。

地
方
改
善
施
設

地
方
改
善
施
設

整
備
事
業
費▲２

６
６
７
万
円

令
和
６
年
度
実
施
事
業
と
し

て
５
年
度
に
引
き
続
き
要
望
及
び

協
議
書
を
県
へ
提
出
し
て
い
た
頴

娃
地
域
の
岡
村
自
治
会
が
不
採

択
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
に

係
る
委
託
料
、
工
事
請
負
費
等

を
減
額
す
る
も
の
。

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
事
業
費

▲
３
３
５
万
円

事
業
執
行
に
伴
う
不
用
見
込

額
を
減
額
す
る
も
の
。

企
画
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

㈱
宮
崎
商
会
の
フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
工
場
の
立
地
に
よ
る

地
元
雇
用
は
。

答　

17
名
の
雇
用
を
見
込
ん
で

い
る
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補

助
金
の
当
初
の
見
込
み
は
。

答　

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算

は
12
件
で
３
０
０
万
円
計
上
し

て
い
る
。

問　

実
績
は
。

答　

６
年
度
は
９
件
の
申
請
が

あ
り
、
補
正
予
算
要
求
後
も

既
に
２
件
の
新
規
申
請
が
あ

る
。

民
生
費

〜
委
員
会
か
ら
〜

児
童
福
祉
総
務
費
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
設
置
事
業
は
、
令

和
７
年
度
の
事
業
は
見
送
り
、

令
和
８
年
度
以
降
に
つ
い
て
は

未
定
と
い
う
こ
と
だ
が
、
子
育

て
支
援
を
す
る
う
え
で
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
継
続
に

向
け
て
今
後
も
協
議
検
討
を
要

望
す
る
。

衛
生
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

不
採
択
の
理
由
は
。

答　

令
和
３
年
度
か
ら
、
防
災
・

減
災
・
国
土
強
靭
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
化
対
策
と
し

て
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
を

優
先
的
に
行
う
国
の
方
針
に

よ
り
、
採
択
が
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

問　

今
後
の
予
定
は
。

答　

採
択
が
容
易
で
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
自
治
会
へ
説
明

を
行
い
、
今
後
も
採
択
へ
向

け
申
請
を
行
っ
て
い
く
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

減
額
の
理
由
は
。

答　

こ
の
事
業
は
母
子
手
帳
交

付
時
に
５
万
円
、
出
産
後
に

５
万
円
を
現
金
給
付
す
る
事

業
で
、
妊
娠
と
出
産
を
そ
れ

ぞ
れ
１
６
０
人
ず
つ
見
込
ん

で
い
た
が
、
２
月
25
日
時
点

で
は
、
母
子
手
帳
交
付
数
が

１
１
１
名
、
出
生
に
つ
い
て
も

見
込
み
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
減
額
補
正
を
行
っ
た
。

南九州市議会だより　第 70 号　令和６年度補正予算

㈱宮崎商会 鹿児島工場
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一般会計補正額
補正後予算総額

令和６年度
補正予算

鳥
獣
被
害
防
止

推
進
事
業
費▲

２
４
万
円

事
業
の
確
定
に
伴
い
、
不
用

額
を
減
額
す
る
も
の
。

防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
費

▲
２
７
４
０
万
円

交
付
金
の
決
定
に
伴
い
、
不

用
額
を
減
額
す
る
も
の
。

学
校
管
理
費

（
一
般
経
費
）

▲
１
６
１
万
円

事
業
執
行
に
伴
う
不
用
見
込

額
を
減
額
す
る
も
の
。

特
定
健
康
診
査
等

事
業
費

▲
６
０
１
万
円

事
業
執
行
に
伴
う
不
用
見
込

額
を
減
額
す
る
も
の
。

居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
金

１
５
０
０
万
円

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
と
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
給
付
費
か
ら
の
組
替
に
よ
り

増
額
す
る
も
の
。

原
水
及
び
浄
水
費

１
１
０
万
円

水
道
施
設
設
備
の
突
発
的
故

障
に
対
応
す
る
た
め
、
原
水
及

び
浄
水
の
修
繕
費
の
不
足
見
込

額
を
増
額
す
る
も
の
。

農
林
水
産
業
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

箱
罠
等
を
何
個
設
置
し
た

の
か
。
ま
た
設
置
数
は
充
分

で
あ
る
か
。

答　

大
型
箱
罠
25
台
、
小
型
箱

罠
30
台
を
設
置
し
、
生
態
を

調
べ
る
た
め
の
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
4
台
と
、
大
型
の
箱
罠
に

は
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

土
木
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

知
覧
平
和
公
園
多
目
的
球

場
防
護
柵
更
新
工
事
に
つ
い

て
、
予
算
の
繰
越
は
し
な
い

の
か
。

答　

繰
越
す
る
工
事
に
お
い
て

は
、
緊
急
度
の
高
い
と
こ
ろ

か
ら
行
う
。

教
育
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
収
納
ケ
ー
ス
購
入

費
用
が
減
額
に
な
っ
た
理
由

は
。

答　

当
初
鉄
製
の
ケ
ー
ス
を

屋
外
に
設
置
予
定
で
あ
っ
た

が
、
数
年
で
錆
び
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
硬
質
性

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
に
変

更
し
た
と
こ
ろ
、
鉄
製
よ
り

安
価
だ
っ
た
こ
と
か
ら
不
用

額
が
発
生
し
減
額
と
な
っ

た
。

特
別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

〜
委
員
か
ら
〜

問　

増
額
し
た
理
由
は
。

答　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含

む
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
当

初
見
込
ん
で
い
た
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
よ
り
増
え
て
い
る
た

め
、
組
替
補
正
を
し
た
。

企
業
会
計
補
正
予
算

水
道
事
業
会
計

南九州市議会だより　第 70 号　令和６年度３月補正予算

知覧平和公園多目的球場

箱罠での捕獲状況



8南九州市議会だより　第 70 号　条例の制定・改廃

条例の制定・改廃
【議案第６号】原案可決
南九州市黒木山太陽光発電所の設置及び管理に関する条例の
制定について
　市の公共施設に電力の供給を行うため、黒木山太陽光発電所を設置し適正な管理を
行うため条例を制定するもの。

【議案第７号】原案可決
南九州市空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　特定空家等が保安上著しく危険な状態にあり、立木竹の伐採その他の生活環境の保全を図るために
必要な措置を行うことができるように改正するもの。　

【議案第８号】原案可決
南九州市予防接種健康被害調査委員会設置等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
　令和7年４月１日からの行政機構再編に伴い、母子に関する事務事業を福祉健康課から
こども未来課に移すため所要の改正をするもの。　

【議案第９号】原案可決
南九州市景観条例の一部を改正する条例の制定について
　南九州市景観計画における景観重点地区に瀬平地区を指定することに伴い、
所要の改正をするもの。

【議案第10号】原案可決
南九州市シェアサイクル等の設置に関する条例を廃止する条例の
制定について
　シェアサイクル等の運用を終了することに伴い、条例を廃止しようとするもの。　

【議案第17号】原案可決
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
　地方公務員法の一部を改正する法律の一部が改正されたことに伴い、所要の改正をするもの。

【議案第18号】原案可決
南九州市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の
制定について
　建築基準法第68条の2第 1項の規定に基づき、地区計画の区域内の建築物の用途及び
構造に関する制限を定めるため、条例を制定するもの。

【議案第19号】原案可決
南九州市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について
　清水小学校及び川辺小学校の再編により、令和８年３月31日をもって
清水小学校を廃止することに伴い、所要の改正をするもの。



99 南九州市議会だより　第 70 号　新庁舎工事請負変更契約の締結について・人事案件

新庁舎工事請負変更契約の締結について

人事案件

【議案第２～５号】原案可決
南九州市新庁舎工事請負変更契約の
締結について
　社会情勢等の影響により建築資材の調達期間に想定以
上の日数を要し、当初契約した工期内の完成が見込めない
ことから、工期を延長する請負変更契約を締結するもの。

議案名 工　期 期間日数 延長日数

第２号議案
（建築工事）

当初 R6.7.24 ～ R7.11.14 479 日間

期間延長後 R6.7.24 ～ R8.2.27 584 日間 105 日間延長

第３号議案
（電気設備工事）

当初 R6.7.24 ～ R7.11.14 479 日間

期間延長後 R6.7.24 ～ R8.2.27 584 日間 105 日間延長

第４号議案
（空調設備工事）

当初 R6.7.24 ～ R7.11.14 479 日間

期間延長後 R6.7.24 ～ R8.2.27 584 日間 105 日間延長

第５号議案
（附属棟建設工事）

当初 R6.8.28 ～ R7.3.31 216 日間

期間延長後 R6.8.28 ～ R7.11.28 458 日間 242 日間延長

同意第１号

◆南九州市副市長◆
　江平　恒博 氏　【知覧町郡】
　　任期：令和７年４月１日から令和 11 年３月31 日まで

諮問第１号，第２号

◆人権擁護委員◆
　浮邉　泰祐 氏　【頴娃町別府】
　　任期：令和７年７月１日から令和 10 年６月30 日まで

　松窪　まゆみ 氏　【頴娃町御領】
　　任期：令和７年７月１日から令和 10 年６月30 日まで



10

議案番号 件　名　 議決年月日 議決結果

発委第１号 南九州市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について R7.2.18 原 案可決

諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて R7.2.18 適 任

諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて R7.2.18 適 任

議案第１号 市道路線の認定について R7.2.18 可 決

議案第２号 南九州市新庁舎建設建築工事請負変更契約の締結について R7.2.18 可 決

議案第３号 南九州市新庁舎建設電気設備工事請負変更契約の締結について R7.2.18 可 決

議案第４号 南九州市新庁舎建設空調設備工事請負変更契約の締結について R7.2.18 可 決

議案第５号 南九州市新庁舎附属棟建設工事請負変更契約の締結について R7.2.18 可 決

議案第６号 南九州市黒木山太陽光発電所の設置及び管理に関する条例の制定について R7.3.4 原 案可決

議案第７号 南九州市空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について R7.3.4 原 案可決

議案第８号 南九州市予防接種健康被害調査委員会設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について R7.3.4 原 案可決

議案第９号 南九州市景観条例の一部を改正する条例の制定について R7.3.4 原 案可決

議案第 10号 南九州市シェアサイクル等の設置に関する条例を廃止する条例の制定について R7.3.4 原 案可決

議案第 11号 令和 6年度南九州市一般会計補正予算（第９号） R7.3.4 原 案可決

議案第 12号 令和 6年度南九州市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） R7.3.4 原 案可決

議案第 13号 令和 6年度南九州市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） R7.3.4 原 案可決

議案第 14号 令和 6年度南九州市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） R7.3.4 原 案可決

議案第 15号 令和 6年度南九州市水道事業会計補正予算（第５号） R7.3.4 原 案可決

議案第 16号 南九州市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について R7.3.25 原 案可決

議案第17号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
条例の一部を改正する条例の制定について R7.3.25 原 案可決

議案第18号 南九州市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について R7.3.25 原 案可決

議案第19号 南九州市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について R7.3.25 原 案可決

議案第20号 令和 7年度南九州市一般会計予算 R7.3.25 原 案可決

議案第21号 令和 7年度南九州市国民健康保険事業特別会計予算 R7.3.25 原 案可決

議案第22号 令和 7年度南九州市後期高齢者医療特別会計予算 R7.3.25 原 案可決

議案第23号 令和 7年度南九州市介護保険事業特別会計予算 R7.3.25 原 案可決

議案第24号 令和 7年度南九州市水道事業会計予算 R7.3.25 原 案可決

議案第25号 令和 7年度南九州市公共下水道事業会計予算 R7.3.25 原 案可決

議案第26号 令和 7年度南九州市農業集落排水事業会計予算 R7.3.25 原 案可決

議案第27号 和解及び損害賠償の額を定めることの追認について R7.3.4 可 決

議案第 28号 和解及び損害賠償の額を定めることの追認について R7.3.4 可 決

議案第 29号 和解及び損害賠償の額を定めることの追認について R7.3.4 可 決

議案第 30号 和解及び損害賠償の額を定めることの追認について R7.3.4 可 決

議案第 31号 南九州市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について R7.3.25 原 案可決

同意第１号 南九州市副市長の選任につき同意を求めることについて R7.3.25 同 意

議 決 結 果 な ど

南九州市議会だより　第 70 号　議会結果など
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市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う

一般質問

３月議会 /15 人が登壇３月議会 /15 人が登壇 （名前の記載は登壇順）

■議会会議録・動画はこちらで見ることができます
会議録：地区公民館・市立図書館・南九州市ホームページ
動　画：南九州市ホームページ（タブレット・スマートフォンでも視聴可能）

見出しの下に動画視聴のための QRコードを掲載しています。
スマートフォン等でご覧いただけます。

■QR コードから動画を視聴できます

３月11日（火）
1: 日置　友幸 / ①移住定住施策の目玉事業と広報
2: 吉永　賢三 / ①出会い応援事業 ②技能実習生等の住居 ③南九州市の物産ＰＲ
3: 川畑　実道 / ①職員及び教職員研修 ②親水公園の整備
4: 米満　孝二 / ①磯焼け対策 ②プログラミング教育の取組み
5: 村方　直己 / ①知覧特攻平和会館 ②公共施設跡地利活用 ③防犯カメラ等

３月13日（木）
6: 山下つきみ / ①子ども食堂
7: しい　千恵 / ①商工業の振興 ②学校教育の充実 ③移住・定住
8: 内園知恵子 / ①小中学校体育施設等の空調設備

②食・農の危機対策 ③パートナーシップ制度
9: 上赤　秀人 / ①持続可能な財政運営 ②指宿広域市町村圏組合における南九州市の今後

③市駅伝大会
10: 角　 貞 己 / ①第４次組織機構再編計画

３月14日（金）
11: 西山　英一 / ①インボイス制度 ②戦争の記憶の継承や戦争遺跡の保存
12: 蔵元　慎一 / ①道路網の整備 ②移住定住促進事業

③学校跡地の活用状況と今後の利活用の方針
13: 大倉野忠浩 / ①地域資源を活かした観光振興
14: 鮫島　信行 / ①市道の整備及び管理
15: 加治佐民生 / ①閉校跡地活用

南九州市議会だより　第 70 号　一般質問
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日
置　
近
隣
市
へ
の
人
口

流
出
が
続
い
て
い
る
。
市
民

の
皆
様
か
ら
、
本
市
の
子

育
て
施
策
等
が
劣
っ
て
い
る

と
の
声
も
聞
く
。
他
市
比

較
を
行
い
、
目
玉
事
業
を
戦

略
的
に
設
定
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

市
民
の
皆
様
か

ら
叱
咤
激
励
を
受
け
る
こ

と
も
あ
る
が
、
他
市
に
劣
っ

て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
市

独
自
の
資
源
と
強
み
を
最

大
限
活
か
す
よ
う
な
施
策

を
戦
略
的
に
設
定
し
て
い

く
。日

置　
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得

支
援
金
に
つ
い
て
、
新
た
に

子
ど
も
の
人
数
だ
け
額
を

加
算
す
る
考
え
は
な
い
か
。

県
内
他
市
で
同
様
の
実
施

例
は
見
当
た
ら
な
い
。

市
長　

子
ど
も
の
人
数

に
よ
っ
て
加
算
金
を
拡
充
さ

せ
る
こ
と
は
有
効
だ
と
考
え

る
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

日
置　
「
習
い
事
応
援

ク
ー
ポ
ン
」
は
全
国
的
に
ほ

と
ん
ど
導
入
事
例
が
な
く
、

ま
た
児
童
生
徒
の
個
性
を

伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
市
の
認
識
は
。

市
長　

公
平
性
が
担
保

で
き
れ
ば
一つ
の
子
育
て
支

援
施
策
に
な
る
と
考
え
る
。

市
教
委
と
も
協
議
し
、
今

後
調
査
研
究
し
て
い
く
。

日
置　

移
住
定
住
や
子

育
て
支
援
の
広
報
に
つ
い
て
、

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
を
メ

イ
ン
に
据
え
て
量
を
増
や
す

考
え
は
。

市
長　
若
者
に
は
そ
う
い

う
や
り
方
で
伝
え
る
の
が
大

切
だ
と
思
う
。
ど
ん
ど
ん
取

り
入
れ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

移住定住施策

他
市
比
較
を
行
い
、
目
玉
と
な

る
事
業
を
実
施
で
き
な
い
か

市
長
／�
市
独
自
の
資
源
と
強
み
を
最
大

限
活
か
し
、
事
業
を
戦
略
的
に
設

定
し
て
い
く

日置 友幸 議員

吉
永　

市
内
の
関
係
団

体
協
力
の
も
と
に
実
施
し
て

い
る
出
会
い
応
援
事
業
に
つ

い
て
、
知
ら
な
い
方
か
ら
、

も
っ
と
積
極
的
に
取
組
ん
で

ほ
し
い
と
の
声
を
聞
く
。
周

知
も
含
め
南
九
州
市
が
婚
活

ア
プ
リ
に
取
組
む
考
え
は
な

い
か
。

市
長　
マ
ッ
チ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
を
活
用
す
る
に
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
安
全

性
確
保
の
問
題
が
伴
う
た

め
、
市
民
の
皆
様
の
デ
ー
タ

保
護
と
安
全
が
最
優
先
で
あ

る
。
市
単
独
で
実
施
す
る
と

登
録
者
数
確
保
の
課
題
等
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
単
独
で

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

他
自
治
体
に
お
い
て
も
都
道

府
県
単
位
や
広
域
枠
組
み
で

導
入
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
対
策
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
市
民
が
参
加

で
き
る
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の

情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
る
。

吉
永　
婚
活
に
関
す
る
出

会
い
応
援
事
業
等
に
つ
い
て

市
民
へ
の
周
知
を
ど
の
よ
う

に
取
組
む
の
か
。

市
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
報
・
公
式
ラ
イ
ン
等
を
活

用
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

吉
永　

技
能
実
習
生
や

特
定
技
能
実
習
１
号
か
ら
３

号
が
市
営
住
宅
等
や
民
間
住

宅
を
利
用
し
や
す
く
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

市
が
管
理
す
る

市
営
住
宅
の
う
ち
一
般
住
宅

は
、
技
能
実
習
生
等
の
た
め

の
社
宅
と
し
て
希
望
が
あ
れ

ば
、
入
居
も
可
能
で
あ
る
。

市
が
事
前
に
国
へ
の
『
市
営

住
宅
の
地
域
対
応
活
用
計

画
』
を
提
出
し
、
承
認
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
、
当
計
画

を
反
映
さ
せ
た
市
営
住
宅
活

用
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

技
能
実
習
生
等
の
市
営
住

宅
や
民
間
住
宅
を
利
用
し

や
す
く
す
る
考
え
は

市
長
／�

活
用
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る

出会い
応援事業

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の

活
用
に
取
組
む
考
え
は

市
長
／�

市
民
が
参
加
で
き
る
マ
ッ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
の
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
く

吉永 賢三 議員

 引っ越しをお考えの方、ぜひ「conne」をご覧ください！

南九州市議会だより　第 70 号　一般質問
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川
畑　

南
九
州
市
が
管

理
し
て
い
る
親
水
施
設
の
あ

る
公
園
は
。

市
長　

川
辺
地
域
に
岩

屋
公
園
、
知
覧
地
域
に
麓

公
園
と
松
ヶ
浦
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
の
３
ヶ
所
で
あ
る
。

川
畑　

設
置
し
た
経
緯

は
。市

長　
い
ず
れ
も
河
川

等
の
整
備
と
同
時
に
公
園

整
備
を
行
っ
て
い
る
。

川
畑　
今
後
の
計
画
は
。

市
長　

現
在
ま
で
、
市

民
か
ら
親
水
公
園
整
備
の

要
望
は
な
い
。
新
た
な
整
備

に
関
し
て
は
、
規
模
に
も
よ

る
が
、
安
全
が
確
保
で
き
る

河
川
等
の
背
後
地
で
利
用

さ
れ
や
す
い
場
所
の
選
定
、

駐
車
場
等
を
含
め
た
広
い

公
園
用
地
の
確
保
や
河
川

管
理
者
等
と
の
協
議
、
整

備
後
の
親
水
施
設
の
維
持

管
理
及
び
事
故
対
応
の
検

討
な
ど
、
多
く
の
難
し
い
課

題
が
あ
る
。

川
畑　

ど
の
よ
う
な
研

修
を
実
施
し
て
い
る
か
。

市
長　

短
期
研
修
は
職

階
毎
の
一
般
・
特
別
研
修
及

び
各
種
専
門
分
野
の
研
修

を
実
施
。

　

長
期
研
修
は
自
治
大
学

校
や
国
・
県
等
の
機
関
に

出
向
し
年
や
月
を
単
位
と

し
て
行
う
研
修
な
ど
が
あ

る
。川

畑　

そ
れ
ぞ
れ
の
効

果
は
。

市
長　

公
務
員
と
し
て

の
公
正
か
つ
公
平
な
職
務
遂

行
能
力
や
倫
理
観
の
習
得
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
期
研
修
で
は
、

よ
り
高
度
な
知
識
を
習
得

し
全
国
の
自
治
体
職
員
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
市
政

へ
貢
献
で
き
る
よ
う
に
取
組

ん
で
い
る
。

市
職
員
の
研
修
効
果
は

市
長
／�

人
材
育
成
基
本

方
針
を
定
め
、

人
材
の
育
成
確

保
に
努
め
て
い
る

親水公園

頴
娃
に
親
水
公
園
を
整
備

す
る
考
え
は

市
長
／�
要
望
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
河
川
等
の

整
備
に
合
わ
せ
、
親
水
護
岸
の
設
置
を

含
め
た
親
水
公
園
の
整
備
を
検
討
す
る

川畑 実道 議員

清水岩屋公園

米
満　

磯
焼
け
の
原
因

や
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
成

果
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

磯
焼
け
の
原
因

に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
海

洋
的
異
変
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
そ
の
後
に
複
合
的
に
絡

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

　

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
水

産
振
興
事
業
補
助
金
や
水

産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
負
担
金
等
、
市
水
産

振
興
会
が
取
組
む
藻
場
の

回
復
の
活
動
を
支
援
し
て

き
た
。

　

し
か
し
、
藻
場
を
人
工
的

に
造
成
し
、
種
を
広
げ
、
芽

が
出
て
も
、
食
害
に
よ
り
自

然
界
で
の
再
生
産
ま
で
つ
な

が
ら
な
い
結
果
と
な
り
、
海

藻
が
生
い
茂
る
海
に
戻
す
ま

で
に
至
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

米
満　
磯
焼
け
対
策
に
つ

い
て
、
漁
業
関
係
者
だ
け
で

な
く
、
農
業
、
工
業
関
係

者
及
び
他
自
治
体
と
の
連

携
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

藻
場
の
回
復
の

取
組
み
に
つ
い
て
、
各
市
や

県
の
担
当
者
と
情
報
交
換

す
る
な
ど
連
携
を
と
っ
て
お

り
、
そ
の
他
の
分
野
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

米
満　
本
市
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
、
取

組
み
の
現
状
を
問
う
。

教
育
長　
一
人
一
台
端
末

を
活
用
し
て
、
小
学
校
に

お
い
て
は
、
学
年
に
応
じ
た

年
間
指
導
計
画
に
よ
る
算

数
や
理
科
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
中
心
に
実
施
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、技
術
・

家
庭
科
の
中
の
技
術
分
野

で
実
施
し
て
い
る
。

米
満　

都
市
部
と
地
方

の
デ
ジ
タ
ル
格
差
を
解
消
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長　
端
末
に
、
様
々

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
環

境
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
、
効
果
的
な
教
材

の
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

派
遣
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
取
組
み
の
現
状
は

教
育
長
／�

学
年
に
応
じ

た
指
導
や
技

術
分
野
で
実

施
し
て
い
る

磯焼け対策

農
業
・
工
業
関
係
者
や
他
自

治
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

市
長
／�

県
な
ど
の
指
導
の
下
、
必
要
に

応
じ
て
連
携
を
図
っ
て
い
く

米満 孝二 議員

磯焼けの状況

南九州市議会だより　第 70 号　一般質問
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村
方　

年
末
の
行
方
不

明
者
発
生
を
受
け
、
災
害

発
生
時
に
企
業
や
自
治
会

な
ど
は
、
情
報
提
供
に
協

力
的
な
存
在
だ
と
感
じ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
建
物
や

車
に
防
犯
カ
メ
ラ
・
ド
ラ

レ
コ
設
置
を
促
進
し
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

各
種
補
助
事
業

に
つ
い
て
、
例
年
４
月
に
公

民
館
長
合
同
事
務
説
明
会
で

説
明
を
し
て
い
る
。
企
業
に

つ
い
て
は
防
犯
協
会
と
警
察

と
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

村
方　

公
式
ラ
イ
ン
や

防
災
無
線
で
の
協
力
通
知

の
際
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
ド
ラ

レ
コ
の
映
像
提
供
を
求
め

る
内
容
を
通
知
文
に
入
れ

ら
れ
る
か
。

市
長　

映
像
記
録
は
個

人
情
報
の
た
め
、
市
が
収
集

し
て
確
認
し
捜
索
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

村
方　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、

他
市
で
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
に
お

い
て
取
組
み
と
今
後
の
見

解
は
。

市
長　

昨
年
大
阪
で
約

80
社
参
加
の
企
業
立
地
懇

話
会
で
市
長
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
跡
地

が
企
業
誘
致
と
し
て
扱
う

こ
と
が
決
ま
れ
ば
今
後
も

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
で
推

進
で
き
る
。

村
方　

市
長
の
売
り
込

む
熱
意
や
セ
ー
ル
ス
力
が

全
面
的
に
求
め
ら
れ
て
い

く
１
年
に
な
る
と
考
え
る
。

学
校
等
跡
地
周
辺
の
住
民

も
そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

平
和
会
館
の
経
営
状
況
と

今
後
の
運
営

公
共
施
設
跡
地
利
活
用
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は

市
長
／�

市
の
発
展
に
有

効
な
活
用
方
法

を
決
め
て
い
く

防犯カメラ

市
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を

増
や
す
考
え
は
な
い
か

市
長
／�
設
置
の
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

は
協
議
し
検
討
す
る

村方 直己 議員

山
下　

本
市
で
は
、６
ヶ

所
で
開
設
さ
れ
て
い
る
。営

利
目
的
で
は
な
く
運
営
に

要
す
る
費
用
、人
員
は
主
に

寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、特

定
の
子
ど
も
し
か
利
用
で

き
な
い
な
ど
の
誤
解
や
偏
見

を
持
つ
市
民
の
方
が
多
い
。

活
動
の
場
所
や
内
容
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

様
々
な
支
援
や
活
動
に
つ
な

が
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
な
ど
を
活
用
し
、周
知

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
子
ど
も
の
孤
食
、

貧
困
対
策
は
も
と
よ
り
、

高
齢
者
支
援
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
発
展
に
も
つ
な
が

る
。地
域
共
生
の
た
め
の
居

場
所
と
し
て
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。運
営
側
の
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
。

山
下　

開
設
の
た
め
の

準
備
資
金
や
安
定
し
た
継

続
運
営
の
た
め
に
助
成
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
県
、市
の
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
助
成
が

あ
る
こ
と
か
ら
、財
政
支
援

で
は
な
く
、周
知
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、支
援
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

へ
と
つ
な
が
る
支
援
を
し
て

い
く
。

　

ま
た
、運
営
団
体
へ
の
聞

き
取
り
等
を
行
い
、ど
の
よ

う
な
支
援
が
望
ま
し
い
の
か

研
究
し
て
い
く
。

子ども食堂

市
民
へ
の
周
知
と
運
営

支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か

市
長
／�

運
営
団
体
へ
の
聞
き
取
り
等
を

行
い
研
究
し
て
い
く

山下 つきみ 議員

南九州市議会だより　第 70 号　一般質問

松ヶ浦小学校閉校式



1515

し
い　
川
辺
仏
壇
の
産
業

振
興
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

後
継
者
育
成
・

技
術
・
技
法
の
継
承
等
を
対

象
に
補
助
金
で
支
援
し
て
い

る
。し

い　
新
庁
舎
建
設
に
伴

い
、
庁
舎
内
で
の
展
示
計
画

や
販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
る
計

画
は
あ
る
か
。

市
長　

新
庁
舎
１
階
正

面
入
口
付
近
に
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
等
を
導
入
し
、

川
辺
仏
壇
を
含
め
、
他
の
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
計
画
で
あ

る
。
ま
た
、
２
階
応
接
室
に

は
、
蒔
絵
の
技
術
で
制
作
さ

れ
た
工
芸
品
を
展
示
す
る
予

定
で
あ
る
。
販
売
ブ
ー
ス
等

に
つ
い
て
は
、
計
画
は
な
い

が
、
期
間
を
設
け
て
地
場
産

業
振
興
の
た
め
に
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
を
活
用
す
る
の
は

可
能
で
は
な
い
か
。

し
い　
新
た
な
消
費
拡
大

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で

川
辺
仏
壇
の
工
芸
品
を
認
知

し
て
も
ら
う
取
組
み
の
ほ
か
、

戦
後
80
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
た

な
返
礼
品
を
開
発
中
で
あ

る
。

し
い　
郷
土
愛
を
育
む
た

め
の「
学
び
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
プ
ロ
ジェ
ク
ト
事
業
」の
取

組
み
と
今
後
の
展
望
を
問
う
。

教
育
長　

そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
が
持
つ
環
境
や
人
材
、

歴
史
、
伝
統
等
を
活
用
し
た

「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
達
に
学
校
や
地
域
へ
の

誇
り
を
育
む
と
と
も
に
、
保

護
者
・
地
域
の
方
々
の
学
校

に
対
す
る
一
層
の
信
頼
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
本
事

業
を
通
し
て
、
郷
土
の
良
さ

を
学
び
、
郷
土
に
誇
り
を

も
っ
て
、
郷
土
の
発
展
の
た

め
に
貢
献
す
る
人
材
と
し
て

育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お

り
、
今
後
も
充
実
し
た
「
特

色
あ
る
教
育
活
動
」
を
展
開

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
移
住
定
住

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

教
育
長
／�

充
実
し
た
「
特
色

あ
る
教
育
活
動
」

を
展
開
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く

川辺仏壇

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

市
長
／�
川
辺
仏
壇
協
同
組
合
と
の
連
携
を
図
り

課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く

しい　千恵 議員

内
園　
学
校
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
設
置
が
、
児
童

生
徒
の
熱
中
症
対
策
や
避

難
所
の
環
境
改
善
の
点
か

ら
急
務
で
あ
る
。
昨
夏
の

気
温
は
、
全
国
的
に
平
均

を
大
き
く
上
回
り
、
統
計

開
始
以
来
過
去
最
高
を
記

録
し
、
今
夏
も
昨
年
同
様
の

『
猛
暑
』
の
予
想
で
あ
る
。

　

ま
た
、
頻
発
す
る
豪
雨

や
地
震
発
生
時
の
避
難
所

と
な
っ
て
い
る
が
、
空
調
設

備
を
設
置
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
設
置
を
し
て
も

一時
的
な
も
の
で
、
相
当
な
財

源
を
伴
う
こ
と
か
ら
考
え
て
い

な
い。

内
園　

文
科
省
は
、
空

調
設
備
の
加
速
化
に
対
し
、

臨
時
特
例
交
付
金
を
創
設

し
、
設
置
を
求
め
て
い
る
。

　

対
策
期
間
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
15
年
度
迄
の
10

年
間
で
設
置
率
95
％
に
す

る
と
し
て
い
る
。

教
育
長　

１
校
に
つ
き

１
億
４
千
万
円
か
か
る
。
と

て
も
無
理
で
あ
る
。

内
園　
性
的
少
数
者
（
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
の
カ
ッ
プ
ル
関
係

を
公
的
に
認
め
、
誰
も
が
生

き
や
す
い
社
会
、
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
社
会
に
す
る

た
め
、
こ
の
制
度
を
本
市
も

制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

す
べ
て
の
市
民
が

互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
多

様
な
性
の
在
り
方
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
引
き
続
き
検

討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
食
農
の
危
機
対
策

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
制
定
を

市
長
／�

引
き
続
き
検
討

す
る

空調設備

授
業
や
避
難
所
と
す
る

体
育
館
に
空
調
設
備
を

教
育
長
／
空
調
設
備
設
置
は
考
え
て
い
な
い

内園 知恵子 議員

防災訓練での避難所状況

MBC桜島美術展で蒔絵の優秀賞作品
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上
赤　
市
の
現
在
の
財
政

状
況
を
分
か
り
や
す
く
示
せ
。

市
長　
県
内
19
市
の
内
で
、

【
財
政
力
指
数
】
必
要
な
財

源
を
ど
れ
だ
け
税
収
等
で
賄

え
る
か
。
県
内
平
均
0.4
で
本

市
は
0
・
35
で
13
番
目
。

　

数
値
が
１
を
超
え
る
と
地

方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
な

い
。

【
経
常
収
支
比
率
】
収
入
に

対
す
る
、
毎
年
必
要
な
支

出
の
割
合
。
県
内
平
均
90
・

3
％
で
本
市
は
91
・
8
％
で

11
番
目
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
１
年

間
の
収
入
に
お
け
る
ロ
ー
ン
の

返
済
額
が
占
め
る
割
合
。
県

内
平
均
8.0
％
で
本
市
は
6.8
％

で
５
番
目
。
25
％
を
超
え
る

と
早
期
健
全
化
が
必
要
。

【
将
来
負
担
比
率
】
将
来
、

ど
れ
だ
け
の
お
金
を
返
さ
な

い
と
い
け
な
い
か
の
割
合
。

県
内
平
均
△
35
・
9
％
で
本

市
は
△
48
・
1
％
で
８
番
目

で
あ
り
、
財
政
事
情
は
異
な

る
が
、
他
市
と
比
較
し
て
も
、

本
市
が
悪
い
と
い
う
も
の
で

な
い
。

上
赤　

物
価
高
騰
な
ど

に
伴
う
新
庁
舎
建
設
の
現
状

と
対
策
は
。

市
長　
建
設
資
材
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
分
野
で
物

価
が
高
騰
し
、
影
響
が
及
ぶ

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

い
る
。
施
工
方
法
な
ど
の
コ

ス
ト
削
減
や
事
業
費
の
抑
制

に
取
組
ん
で
い
く
。

上
赤　
ズ
バ
リ
、
南
九
州

市
の
財
政
状
況
は
。

市
長　
力
強
く『
大
丈
夫
』

上
赤　
来
年
度
か
ら
の
開

催
方
法
を
示
せ
。

教
育
長　

令
和
７
年
度

は
、
諏
訪
運
動
公
園
の
外
周

を
使
用
し
た
大
会
。
８
年
度

は
、
頴
娃
運
動
公
園
と
周

辺
の
市
道
を
使
用
し
た
大
会

と
す
る
。
区
間
距
離
を
１
～

1.5
㎞
と
し
て
、
５
～
６
区
間

で
、
ク
ラ
ス
別
を
考
え
て
い

る
。
小
学
生
の
部
や
中
学
生

以
上
の
一
般
の
部
、
混
成
の

部
と
し
て
、
年
齢
や
男
女
の

別
を
問
わ
な
い
気
軽
な
大
会

と
し
た
い
。
参
加
料
は
無
料

と
し
、
具
体
的
に
は
今
後
検

討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合

市
駅
伝
大
会
の
開
催
方
法
は

教
育
長
／�

エ
ン
ト
リ
ー
型

の
大
会
へ
変
更

す
る

持続可能な
財政運営

人
口
減
少
等
に
よ
る
歳
入
歳
出
の

予
算
編
成
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

市
長
／�
経
常
経
費
の
縮
減
を
図
り

　
　
　
歳
入
の
確
保
も
徹
底
す
る

上赤 秀人 議員

角　

本
市
の
持
続
可
能

な
未
来
を
築
く
た
め
、
第

４
次
組
織
機
構
再
編
計
画

が
行
政
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
政

策
課
題
や
重
点
施
策
に
的

確
に
対
応
で
き
る
か
問
う
。

市
長　

南
九
州
市
の
組

織
は
、
平
成
19
年
12
月
の

合
併
当
初
10
部
、
41
課
、

15
室
、
１
４
９
係
で
組
織
さ

れ
、
職
員
数
は
５
０
５
人
。

　

以
降
、
効
率
的
な
組
織

機
構
の
確
立
を
目
指
す
た

め
、
南
九
州
市
行
政
改
革

大
綱
等
、
こ
れ
に
基
づ
く

組
織
機
構
再
編
計
画
及
び

定
員
適
正
化
を
実
施
し
て

き
た
。

　

第
１
次
組
織
再
編
計
画

で
は
、
政
策
関
連
部
門
の

本
庁
集
約
、
分
庁
方
式
の

見
直
し
の
取
組
み
な
ど
を
行

い
、
平
成
25
年
４
月
に
は
職

員
数
を
４
５
０
人
。

　

第
２
次
計
画
で

は
、
部
制
の
廃
止
な

ど
を
行
い
平
成
30
年

４
月
に
は
職
員
数
は

４
０
５
人
。

　

第
３
次
計
画
で

は
、
市
民
が
利
用
し

や
す
い
窓
口
体
制
の

構
築
、
電
子
シ
ス
テ

ム
の
充
実
や
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
図
り
な
が

ら
組
織
再
編
も
進

め
、
令
和
５
年
４
月

に
は
36
課
、
79
係
、

職
員
数
は
３
７
４
人

と
な
っ
た
。

　

令
和
５
年
７
月
に

策
定
し
た
第
４
次

計
画
で
は
、
新
庁
舎

建
設
を
念
頭
に
置
き
、
デ
ジ

タ
ル
自
治
体
の
構
築
や
、
本

庁
や
支
所
の
業
務
の
あ
り

方
を
見
直
す
な
ど
有
効
な

手
段
を
施
し
26
課
、
72
係
、

職
員
数
を
３
５
０
人
程
度

に
削
減
す
る
目
標
で
あ
る
。

組織再編

第
４
次
組
織
機
構
再
編

計
画
に
つ
い
て

市
長
／�

本
市
の
行
政
規
模
に
見
合
っ
た
ス
リ
ム
で
柔
軟
な

組
織
と
す
る
こ
と
で
、
常
に
変
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
や
政
策
課
題
に
対
し
て
的
確
に
対
応
し
て
い
く

角 貞己 議員
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蔵
元　

新
庁
舎
、
南
薩

地
域
振
興
局
移
転
が
進
む

中
で
主
要
幹
線
道
路
の
利

用
状
況
に
も
影
響
が
出
て

く
る
と
考
え
る
。
国
道
、
県

道
、
市
道
幹
線
道
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
計
画
で
進
め
て
い

く
の
か
。

市
長　

本
市
の
道
路
網

に
お
い
て
は
、
国
道
２
２
５

号
、
２
２
６
号
及
び
南
薩

縦
貫
道
を
軸
と
し
、
主
要

地
方
道
７
路
線
及
び
一
般
県

道
10
路
線
で
広
域
的
な
交

通
体
系
が
形
成
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
幹
線
道
路
に
地
域

間
を
連
絡
す
る
生
活
道
路

が
市
道
と
し
て
配
置
さ
れ
て

い
る
。

　

今
後
、
新
庁
舎
の
開
庁

や
南
薩
地
域
振
興
局
の
移

転
を
控
え
、
人
や
物
の
流
れ

に
も
変
化
が
生
じ
て
く
る
と

予
想
さ
れ
、
特
に
両
施
設

の
立
地
す
る
地
域
は
、
南

薩
地
域
の
中
心
に
な
っ
て
い

き
、
交
通
量
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
た
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、
南
薩

地
域
全
体
へ
波
及
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
現
在
、
構

想
路
線
と
な
っ
て
い
る
薩

摩
半
島
横
断
道
を
は
じ
め
、

広
域
交
通
体
系
の
拡
充
を

関
係
市
や
国
、
県
と
の
連

携
の
も
と
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
道
に
つ
い
て
も
、

効
率
的
、
効
果
的
に
計
画

し
て
い
く
。

蔵
元　

薩
摩
半
島
横
断

道
路
の
取
組
み
と
計
画
は
。

市
長　

構
想
路
線
か
ら

計
画
路
線
へ
の
早
期
格
上
げ

や
早
期
着
手
、
広
域
的
な

交
通
体
系
の
確
立
の
実
現

に
向
け
、
南
薩
４
市
の
関

係
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
要
望
活
動
を
継
続

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

移
住
定
住
促
進
事
業

・�

学
校
跡
地
の
活
用
状
況
と

今
後
の
利
活
用
の
方
針

道路網の整備

主
要
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
計
画
は

市
長
／�

国
・
県
と
の
連
携
の
も
と
進
め
る

蔵元 慎一 議員

西
山　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
開
始
さ
れ
、
全
国
的
に
は

免
税
事
業
者
に
不
利
益
な

状
況
が
起
こ
っ
て
い
る
と
聞

く
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
が

本
市
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
か
。

市
長　
仕
入
れ
に
係
る
消

費
税
額
を
控
除
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
免
税
事
業
者
に
影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
状

況
が
本
市
に
お
い
て
発
生
し

て
い
る
の
か
は
、
今
の
と
こ

ろ
確
認
で
き
て
な
い
。

　

直
近
の
個
人
事
業
者
の

申
告
者
数
を
照
会
し
た
と
こ

ろ
、
前
年
に
対
し
て
ほ
ぼ
倍

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
多
く
の
事
業
者
が
課
税

事
業
者
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

西
山　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
よ
っ
て
、
小
規
模
事
業
者

の
経
営
に
影
響
が
あ
る
と
考

え
る
が
状
況
を
問
う
。

市
長　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

事
業
者
へ
の
登
録
を
令
和
5

年
9
月
末
日
ま
で
に
行
っ
た

本
市
の
事
業
者
の
多
く
は
、

経
過
措
置
に
よ
り
消
費
税
の

税
額
を
売
上
税
額
の
２
割
に

軽
減
し
て
申
告
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

同
制
度
の
運
用
で
は
令
和

11
年
９
月
ま
で
、
仕
入
税
額

の
一
定
割
合
を
控
除
で
き
る

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
経
過
措
置
終

了
後
は
登
録
事
業
者
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
へ
の
加
入
要
請
ま

た
は
、
取
引
の
見
直
し
を
求

め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

西
山　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
開
始
時
期
は
、
景
気
が
上

向
い
て
い
る
と
言
い
難
い
今
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
か
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。
国
の
政
策
で

は
あ
る
が
、
本
市
の
事
業
者

に
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
以
上
、
地
域
経
済
に
と
っ

て
小
規
模
事
業
者
は
大
事
な

財
産
で
あ
る
。

　

政
策
の
影
響
を
注
視
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

戦
争
の
記
憶
の
継
承
や
戦

争
遺
跡
の
保
存

インボイス制度

小
規
模
事
業
者
へ
の
影
響
は

市
長
／�
統
計
等
も
な
い
こ
と
か
ら
推
計

す
る
こ
と
は
難
し
い

西山 英一 議員

現地調査
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大
倉
野　

嬉
野
市
が
取

組
ん
で
い
る
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
、歴
史
や
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
先

進
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
が
、こ
の
事
例
を
ど
う

捉
え
、活
用
し
て
い
く
か
。

市
長　

広
大
な
茶
畑
を

有
す
る
本
市
に
お
い
て
も
、

知
覧
茶
が
貴
重
な
観
光
資

源
と
な
っ
て
い
る
。現
在
、茶

業
振
興
会
を
中
心
に
企
画

し
た「
テ
ィ
ー
・
ラ
ボ
・
ト
ラ
ベ

ル
」や
お
茶
の
愛
好
家
を
対

象
と
し
た「
知
覧
茶
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
・
テ
ィ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
」

を
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
試
行
し
て
い
る
。

大
倉
野　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
富
裕
層
の
観
光
客
誘
致

が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、本

市
も
嬉
野
市
と
同
様
の
取

組
み
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。市

長　

嬉
野
市
と
は

様
々
な
条
件
で
相
違
す
る

部
分
が
多
く
、同
様
の
取
組

み
は
難
し
い
。出
来
る
こ
と

は
参
考
に
し
な
が
ら
、知
覧

茶
の
魅
力
を
伝
え
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
企

画
な
ど
、観
光
誘
客
や
消
費

に
つ
な
が
る
施
策
を
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
取
組

む
。大倉

野　

観
光
と
産
業

を
有
機
的
に
つ
な
げ
た
取

組
み
が
効
果
を
上
げ
て
い
る

が
、本
市
の
構
想
は
。

市
長　

本
市
は
、
多
く

の
農
畜
産
物
に
恵
ま
れ
て

お
り
、そ
れ
ら
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
観
光
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
、農
家
民
泊

の
推
進
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
や
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

農
村
景
観
の
情
報
発
信
に

よ
り
誘
客
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、地
域

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
を
進
め
、地

域
の
多
様
な
関
係
者
と
連

携
し
な
が
ら
取
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

※�

地
域
D
M
O
と
は
、単
独
市

町
村
の
区
域
で
活
動
す
る
観

光
地
域
づ
く
り
の
司
令
塔
と

し
て
、多
様
な
関
係
者
と
協
同

し
な
が
ら
戦
略
を
実
施
す
る

法
人
の
こ
と
。

観光振興

テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
組
み
は

市
長
／�
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て

進
め
て
い
く

大倉野 忠浩 議員

鮫
島　

整
備
が
中
断
さ

れ
て
い
る
市
道
小
野
厚
地
線

は
知
覧
町
厚
地
か
ら
川
辺

加
世
田
に
行
く
道
で
厚
地

地
区
住
民
の
生
活
道
路
で
あ

り
通
行
量
も
多
い
。
厚
地
自

治
会
側
は
道
路
幅
６
m
の

道
路
が
整
備
さ
れ
、
小
野
自

治
会
側
も
６
m
に
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
坂
道
だ
け
が
未

整
備
で
道
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ

も
多
く
路
面
も
悪
い
。
計
画

時
点
よ
り
既
に
６
年
が
経
過

し
て
い
る
が
、
未
だ
に
着
工

さ
れ
て
い
な
い
。
交
通
量
も

多
く
危
険
な
道
路
で
あ
る
。

事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
こ
と
か
ら
、
早
急
に
整
備

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
道
瀬
世
松
崎
線
は
知

覧
の
新
町
か
ら
川
辺
に
行
く

最
短
道
路
で
あ
る
。
峯
苫
自

治
会
か
ら
松
崎
原
ま
で
の
山

道
の
区
間
の
半
分
は
工
事
が

完
了
し
て
い
る
が
、
残
り
の

区
間
の
工
事
が
中
断
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
他
の
中
断
さ
れ
て
い

る
道
路
も
含
め

て
、
今
後
の
整

備
計
画
の
方
針

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

市
道

の
整
備
に
つ
い
て

は
、
拡
幅
を
伴

う
道
路
は
用
地

取
得
が
生
じ
て
く

る
が
、
用
地
取

得
の
際
、
地
権

者
及
び
相
続
人

の
承
諾
が
得
ら

れ
な
い
も
の
や
相

続
人
が
多
数
に

わ
た
る
も
の
、
行
方
不
明
者

等
が
存
在
す
る
な
ど
事
業
用

地
の
取
得
が
難
航
し
、
事
業

が
中
断
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
路
線
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
交
渉
を
継
続

し
て
い
く
が
、
取
得
の
め
ど

が
立
た
な
い
場
合
は
、
線
形

変
更
や
局
部
的
改
良
、
側
溝

蓋
設
置
等
に
よ
り
、
幅
員
を

確
保
し
て
い
く
。

　

今
後
の
道
路
整
備
は
計
画

段
階
で
用
地
取
得
の
可
能
性

を
充
分
に
調
査
し
、
地
元
等

と
も
調
整
を
行
い
円
滑
な
事

業
実
施
に
努
め
て
い
く
。

市道整備

整
備
が
中
断
さ
れ
て
い
る

市
道
の
今
後
の
整
備
計
画
は

市
長
／�

引
き
続
き
用
地
取
得
の
交
渉
を
行
い
、
困
難

な
場
合
は
線
形
変
更
等
を
行
い
整
備
す
る

鮫島 信行 議員

小野厚地線の現状

南九州市議会だより　第 70 号　一般質問
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加
治
佐　

市
内
小
中
学

校
の
統
廃
合
に
よ
り
、
閉
校

と
な
っ
た
学
校
跡
地
の
現
状

と
課
題
、
対
策
を
示
せ
。

市
長　

合
併
後
に
普
通

財
産
と
な
っ
た
学
校
跡
地

は
、
旧
頴
娃
准
看
護
学
校

を
含
む
と
８
校
と
な
っ
て
い

る
。

　

そ
の
内
、
売
却
処
分
し

た
学
校
跡
地
は
４
校
と
な
っ

て
お
り
、
貸
付
し
て
い
る
学

校
跡
地
と
し
て
、
旧
青
戸

中
学
校
・
旧
田
代
小
学
校

が
あ
る
。

　

閉
校
跡
地
を
貸
付
や
管

理
委
託
を
行
え
ば
、
地
域

は
利
用
し
や
す
く
、
市
の
維

持
管
理
費
を
抑
制
で
き
る

が
、
老
朽
化
を
考
慮
す
る

と
、
修
繕
・
解
体
の
費
用

が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

企
業
等
へ
売
却
す
れ
ば
解

体
費
用
が
不
要
と
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
売
却
収
入

や
法
人
税
等
の
収
入
が
見

込
ま
れ
る
ほ
か
、
地
域
経
済

へ
の
寄
与
や
雇
用
機
会
の
拡

大
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。

　

地
域
の
要
望
を
優
先
す

る
が
、
売
却
を
検
討
し
た
い
。

閉校跡地

活
用
対
策
は

市
長
／
地
域
の
要
望
を
優
先
す
る

加治佐 民生 議員

市民に活用されている旧青戸中

「議会だより」編集中の一コマ「議会だより」編集中の一コマ
令和7年度がスタートし、職員異動により、議会広報編集委員会の令和7年度がスタートし、職員異動により、議会広報編集委員会の
事務局メンバーが変わりました。事務局メンバーが変わりました。
これからよろしくお願いいたします！！これからよろしくお願いいたします！！

南部　建　係長南部　建　係長
改めて今年度から任せていただくこ改めて今年度から任せていただくこ
とになりました！南九州市の先輩たとになりました！南九州市の先輩た
ちの思いを受け継ぎ、頑張ります！ちの思いを受け継ぎ、頑張ります！

若松　龍太郎　主査若松　龍太郎　主査
今年度から着任することになりまし今年度から着任することになりまし
た！職務を通して市政のお役に立ちた！職務を通して市政のお役に立ち
たいと思います！たいと思います！

南九州市議会だより　第 70 号　一般質問
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議会を傍聴してみませんか！ 次の議会は6月12日（木）開会予定
“手続き簡単”本館２階で住所・氏名を書くだけ

♦議会中継♦　ライブ中継は市ホームページまたは各支所ロビーでご覧いただけます。

市ホームページよりスマホ・
パソコンで視聴できます。
※ただし、議会当日の7日後
くらいからの配信となります。

議会の録画中継６月定例会
6月 12日 本会議（開会） 補正予算等質疑・委員会付託
 16日 常任委員会 補正予算等審査
 17日 常任委員会 補正予算等審査
 18日 本会議 一般質問
 19日 本会議 一般質問
 20日 本会議 一般質問
　 27日 本会議（閉会） 補正予算等採決
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岩屋公園

みんなみよう !

な
せ
ば
な
る

な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

な
に
ご
と
も

編
集
後
記

私
事
で
す
が
、息
子
が
小
学
校
を
卒
業

し
中
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。卒
業
式
、

新
し
い
道
へ
と
進
む
子
供
た
ち
に
、多
く

の
方
々
か
ら
祝
辞
と
夢
や
希
望
に
向
か
っ

て
邁
進
し
て
ほ
し
い
と
、声
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
や
れ
ば
で
き
る
」

あ
る
芸
人
さ
ん
が
よ
く
口
に
す
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
何
名
か
用
い
た
の

で
す
が
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
は
と
て
も
良

い
事
で
す
。で
す
が
、

頑
張
り
続
け
る
に
は
、周
り
の
サ
ポ
ー

ト
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

市
政
に
お
い
て
は
、議
員
各
々
が
多
く

の
場
面
に
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。私
は
、

市
民
の
皆
様
の
市
政
へ
の
関
心
こ
そ
が
サ

ポ
ー
ト
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。議

会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
一
同
、サ
ポ
ー
タ
ー

で
あ
る
市
民
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
作

る
ツ
ー
ル
の
一つ
と
し
て
、多
く
の
方
々
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
に
な
る

よ
う
に
、取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
さ
ぁ
、や
れ
ば
で
き
る
！
』西

山　

英
一

▼
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長�

上　

赤　

秀　

人

　

副
委
員
長�

大
倉
野　

忠　

浩

　

委　
　

員�

し　

い　

千　

恵

角　
　
　

貞　

己

村　

方　

直　

己

西　

山　

英　

一

例えば、
　①この町に住んで感じること
　②議会を傍聴して
　③将来の夢
　※①～③の文字数については、500 字以内でお願いします。なお、添削する場合があります。

【応募方法】
南九州市議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネーム
※応募作品は、掲載されない場合がありますので、あらかじめご了承いただきますようお願いいたします。

【応募先】
〒８９７－０３９２　鹿児島県南九州市知覧町郡６２０４番地　南九州市議会事務局　宛

【メールアドレス】gikai@city.minamikyushu.lg.jp
【締め切り】令和７年 6月10日　必着　　　【注意】作品の返品はしません

～表紙の写真について～
◆令和７年 4月7日 ( 月 )◆
桜咲く３月は卒園・卒業・転勤・退

職等の門出を迎えます。
桜舞う４月は入園、入学、入社な

ど新たなスタートを切る時期です。
新年度に相応しいと感じる写真を

選んだことで、
本 誌 を 手 に
取った方々に
フレッシュな
気分になって
ほしいです。

～議員研修～
◆令和７年１月２１日 (火 )◆
鹿児島市議会議長会の主催で、拓殖大学教授　政経学部経済学科長山

本尚史氏「産・官・学の連携で地域力アップ～エコノミックガーデニングの
活用～」を学びました。
その後、元日本ゼネラルモーターズ社長佐藤満氏より「『壁を破る発想

法』-変化に機敏に対応しないと組織は潰れる-」の講話を拝聴しました。
地方から自主的自立の精神が促され、お話を通して活力をいただきまし

た。本市から野心あふれる地方創生に取組みたいです。

◆令和７年２月３日 (月 )◆
姶良市議会主催で、ハラスメント防止研修を開催し一般社団法人高橋聡

美研究室　代表高橋聡美氏（医学博士）より「ハラスメントの理解と対応」
について学びました。議会という小さなコミュニティでは相談者の特定を恐
れて相談をためらう人もいるかもしれないことを受け、匿名で相談できる仕
組みや、外部の専門機関と連携した相談体制の必要性を感じております。

南九州市議会だより　第 70 号　議会だよりに投稿しませんか　等

議会だよりに投稿しませんか？

　④南九州市の未来図
　⑤自慢のワンショット写真
　⑥イラスト（自作に限る）・・など

〇応募作品は、第 71 号
（８月発行）で掲載する予
定です。掲載された方に
は粗品をお送りします。

投稿

まってまー
す！


